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ことに加え、①の市町村を経由して医療保険者に提出できることとすることが妥当と

考えられる（被扶養者認定はこれまでどおり医療保険者が行う）。 
下図に出生時の社会保障カード発行・交付手順例を示す。なお、下図では、２－６

－１において市町村単位で社会保障カードへの切り替えを行うと仮定したことから、

扶養者が社会保障カードを持っていることを前提にしている。 
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※１ 市町村国民健康保険に加入する場合は、被扶養
者届は不要であり、②で世帯主の社会保障カードを提
出し、③で出生児の国保の被保険者証記号番号と保
険者番号を併せて送達することにより、⑨から⑫の手
続は不要となる。
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※２ 保健医療番号を導入する場合には、当該番号を、
③と併せて発行ＤＢに送達し、⑦のカード交付時に券面
又は別紙に印刷するとともに、⑨・⑩と併せて医療保険
者に通知する。
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出生時のカード発行・交付方法

① 出生届提出

② カード発行申請書に出生児の被扶養者
届と扶養者の社会保障カードを添えて提出。
※１

⑫出生児(被扶養者)の医療保険の被保険
者証記号番号と保険者番号を送達 ※１

⑪扶養者の存否確
認、出生児の被扶
養者認定を行い、
被保険者証記号番
号を付番 ※１

⑨扶養者の
社会保障
カードを使っ
て被扶養者
届を送達

※１、※２

⑩扶養者の存否を確認した後、被扶養者
届を送達 ※１
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図2-6-2-1 出生時の社会保障カード発行・交付方法 

 
なお、出生届はいずれの市町村に届け出ても良いため、被用者健保の保険者への被

扶養届伝達については、出生届を提出した市町村と住民票のある市町村間での伝達方

法等について、次世代電子行政サービスにおけるワンストップサービスの検討状況を

注視する必要がある。 

 


